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平成16年度決算見込の概要

　こう使いました　 町のお金

地方交付税
33 億 848 万６千円

43％

町税
８億 7,343 万７千円　12％

国庫支出金
３億 2,243 万３千円　４％

町債
９億 6,160 万円

13％

県支出金
６億 5,896 万２千円　９％

分担金及び負担金
7,602 万円　１％

諸収入
３億 6,234 万７千円　５％

地方譲与税
１億 2,363 万円　２％

使用料及び手数料
２億 5,949 万２千円　３％

自動車取得税交付金
4,544 万７千円　１％

地方消費税交付金
１億 1,054 万９千円　１％

その他
４億 6,621 万７千円　６％

議会費
１億 450 万３千円　１％

総務費
10 億 8,679 万２千円
15％

民生費
14 億 7,178 万円

20％

衛生費
７億 1,574 万６千円
10％

農林水産業費
11 億 9,629 万７千円

16％
商工費
２億 3,203 万４千円
３％

土木費
６億 3,186 万４千円
８％

消防費
２億 3,406 万円
３％

教育費
４億 7,883 万７千円
６％

災害復旧費
１億 2471 万８千円
２％

公債費
12 億 986 万８千円

16％

普通会計の決算状況（総務省提出資料より）

歳 入 総 額 75億6,873万円

歳 出 総 額 74億8,650万円

歳 入 歳 出 差 引 8,223万円

翌年度に繰り越すべき財源   3,179万円

実 質 収 支 5,044万円

＊普通会計とは･･･一般会計+住宅新築資金等貸付事業特
別会計＋成川＋節安の４会計を合計したものをいいます。

歳出 歳入

★★★鬼北町の決算見込を家計簿に例えると…★★★
（決算見込規模の75億７千万円を、年収757万円に換算）

支出 収入

生活費
（人件費）

154万円

自宅修繕費・教育費など
（投資的経費）

438万円

家族の介護・医療費
（扶助費）

36万円

ローン返済
（公債費）

121万円

給与
（町債）

87万円

親からの仕送り・
使途自由

（地方交付税・臨時財政対策費）

486万円

親からの仕送り・
使途限定

（国・県支出金）

98万円

借入金
（臨財債を除く町債）

60万円

貯金の引き出し
（繰入金）

26万円

　

５
月
末
日
の
出
納
閉
鎖
で
、
平
成
16

年
度
の
財
政
状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
16
年
度
は
、
年
度
途
中
で
合
併
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
旧
広
見
町
・
旧
日

吉
村
・
鬼
北
町
と
３
つ
の
決
算
が
存
在

し
ま
す
が
、分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

３
つ
を
合
算
し
た
額
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
総
額

75
億
４
７
６
万
円
、
歳
出
総
額
は

74
億
２
，
２
７
１
万
円
で
、
差
し
引
き

額
が
８
，２
０
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
17
年
度
へ
の
繰
越
事
業
財

源
と
し
て
、
３
，
１
７
９
万
円
を
措
置

す
る
た
め
、
実
質
５
，
０
２
６
万
円
の

繰
越
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

収
支
の
中
で
は
、
貯
金
を
約
２
億
円
取

り
崩
し
て
い
ま
す
の
で
、
単
年
度
収
支

で
は
大
幅
な
赤
字
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
鬼
北
町
だ
け

で
は
な
く
全
国
的
な
傾
向
で
あ
り
、
最

大
の
要
因
は
国
の「
三
位
一
体
の
改
革
」

に
よ
る
国
庫
補
助
金
お
よ
び
地
方
交
付

税
の
削
減
に
あ
り
ま
す
。
保
育
所
措
置

費
、
介
護
保
険
事
務
費
、
国
民
健
康
保

険
事
務
費
な
ど
の
国
庫
お
よ
び
県
支
出

金
な
ど
が
交
付
さ
れ
な
く
な
り
、
15
年

度
と
比
較
し
て
、
約
１
億
６
千
万
円
も

の
財
源
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
革
の
発
表
以
来
、
旧
２
町
村

に
お
い
て
現
状
を
踏
ま
え
、
人
件
費
の

抑
制
や
事
業
の
厳
選
に
取
り
組
み
改
革

逆 貫 軌 跡 臣 澄 蔭 奄 卿
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平成16年度決算見込の概要

　こう使いました　 町のお金

に
備
え
て
き
ま
し
た
が
、
15
年
度
に
行

わ
れ
た
過
去
に
例
の
な
い
急
激
な
収
入

減
少
幅
に
対
応
で
き
て
い
な
い
状
況
で

す
。

　

鬼
北
町
は
こ
れ
か
ら
先
、
新
町
の
建

設
計
画
の
達
成
を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ
る

施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
が
、
全
国

的
な
地
方
歳
出
削
減
状
況
が
続
く
場
合

は
、
年
次
計
画
や
事
業
規
模
あ
る
い
は

事
業
支
援
方
法
な
ど
に
つ
い
て
幾
分
修

正
し
て
い
く
必
要
が
で
て
く
る
と
予
想

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
バ
ブ
ル
経
済
期

に
前
倒
し
し
て
実
施
し
て
き
た
公
共
事

業
の
元
利
償
還
金
は
現
在
ピ
ー
ク
で
あ

り
、
上
昇
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
職
員
数
の
年
次
計
画
は
、
合
併

に
よ
り
縮
小
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
経
常
的
な
経
費
の
増
加
要

因
は
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。さ
ら
に
、

合
併
し
た
町
だ
け
を
応
援
す
る
国
の
支

援
措
置
を
最
大
限
活
用
で
き
る
よ
う
、

各
部
門
で
諸
施
策
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

厳
し
い
状
況
の
中
で
す
が
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
住
み
よ
い
鬼
北
町
に
な
る
よ

う
、
行
財
政
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
財
政
状
況
は
、
鬼
北
町
監
査
委

員
の
決
算
審
査
を
受
け
た
あ
と
、
定
例

議
会
で
承
認
を
得
て
、
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

鬼北町財政状況の公表に関する条

例により、平成16年度の財政状況
を次のとおり公表します。

　平成17年７月29日
鬼北町長　松浦　甚一

町 債 現 在 高

一般会計
一般公共事業債 4億9,532万円
一般単独事業債 24億7,720万円
公営住宅建設事業債 4億5,661万円
義務教育施設整備事業債 6億1,727万円
辺地対策事業債 5億6,740万円
災害復旧事業債 6,727万円
過疎対策事業債 31億7,526万円
地域改善対策特定事業債 2,065万円
臨時財政特例債 5,108万円
財 源 対 策 債 1億2,122万円
減 税 補 填 債 2億2,544万円
調 整 債 1,558万円
臨時税収補てん債 6,250万円
臨時財政対策債 12億7,710万円
県 貸 付 金 1億円
そ の 他 6,753万円

特別会計・企業会計
住宅新築資金等特別会計 5,300万円
診療所特別会計 4,810万円
日吉簡易水道事業特別会計 5億2,140万円
農業集落排水事業特別会計 9億3,303万円
浄化槽市町村整備事業特別会計 6,790万円
水 道 事 業 会 計 46億7,640万円

基 金 の 状 況

財 政 調 整 基 金 2億2,195万円
減 債 基 金 1,311万円
土 地 開 発 基 金 2億1,024万円
人材育成ふるさと基金 9,396万円
地 域 福 祉 基 金 3億2,380万円
庁 舎 建 設 基 金 2,113万円
育 英 基 金 1,259万円
そ の 他 の 基 金 2億907万円

特 別 会 計 ・企 業 会 計 の 執 行 状 況

特別会計 収入済額 支出済額 差引 一般会計からの繰入金

用 品 調 達 1,772万円 1,772万円 0万円
住宅新築資金 1,835万円 1,826万円 9万円 749万円
老 人 保 健 18億1,409万円 18億2,013万円 △604万円 1億1,654万円
国民健康保険 15億1,003万円 14億5,626万円 5,377万円 1億3,534万円
診 療 所 3億5,871万円 3億5,843万円 28万円 2,180万円
成川渓谷休養センター 5,749万円 5,749万円 0万円 1,470万円
節安ふれあいの森 1,037万円 1,036万円 1万円 552万円
日 吉 夢 産 地 1億4,108万円 1億4,108万円 0万円 2,212万円
日吉奨学資金 414万円 407万円 7万円
農業集落排水事業 8億3,138万円 8億3,138万円 0万円 1億2,404万円
浄化槽市町村 8,769万円 8,769万円 0万円 607万円
介 護 保 険 9億8,583万円 9億8,583万円 0万円 1億4,448万円
日吉簡易水道 4,955万円 4,955万円 0万円 2,362万円

水道事業会計 総収益 総費用 差引 一般会計からの繰入金

（収益的収支） 3億7,154万円 3億6,037万円 1,117万円 9,300万円
（資本的収支） 5億6,544万円 7億8,779万円 △2億2,235万円 300万円

基    本    財    産

土 地 10,337,935.26㎡　　
建 物 110,329.97㎡　　
有 価 証 券 5,345万円　　  

町 民 税 と 町 民 負 担 の 状 況

項　　　目 金　　額 1人当たり 構成比
町 民 税 3億2,731万円 2万5,599円 37.6%
固 定 資 産 税 4億5,263万円 3万5,400円 52.0%
軽 自 動 車 税 2,807万円 2,195円 3.2%
市町村たばこ税 6,258万円 4,894円 7.2%
合　　計 8億7,509万円 6万8,088円 100.0%
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平
成
17
年
第
２
回

17
年
第
２
回

鬼
北
町
議
会
定
例
会

　

平
成
17
年
第
２
回
鬼
北
町
議
会
定
例

会
が
６
月
16
日
を
初
日
と
し
、
会
期
を

30
日
ま
で
の
15
日
間
と
定
め
開
会
。
一

般
質
問
に
続
き
、承
認
２
件
、議
案
10
件
、

認
定
23
件
、
諮
問
１
件
、
推
薦
１
件
が

提
出
さ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

承　
　
　
　

認

◇ 

町
長
の
専
決
処
分
（
鬼
北
町
過
疎
地

域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
特
別
措

置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）
の
承
認
に
つ
い
て

◇ 

町
長
の
専
決
処
分
（
平
成
17
年
度
鬼

北
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
））
の
承
認
に
つ
い
て

　

議　
　
　
　

案

◇ 

鬼
北
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
新
規
就
農
促
進
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
戸
別
浄
化
槽
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
町
特
定
農
山
村
振
興
基
金
条
例

の
廃
止
に
つ
い
て

◇ 

南
予
地
方
水
道
水
質
検
査
協
議
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減

少
に
つ
い
て

◇ 

南
予
地
方
水
道
水
質
検
査
協
議
会
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

◇ 

南
予
地
方
水
道
水
質
検
査
協
議
会
を

組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増

加
に
つ
い
て

◇ 

鬼
北
土
地
開
発
公
社
定
款
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

◇ 

平
成
17
年
度
鬼
北
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　

認　
　
　
　

定

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
用
品
調
達
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
老
人
保
健
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
国
民
健
康
保
険

愛
治
診
療
所
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
国
民
健
康
保
険

三
島
診
療
所
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
成
川
渓
谷
休
養

セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
広
見
町
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
一
般
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
簡
易
水
道
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
奨
学
資
金
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
老
人
保
健
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
夢
産
地
特
別
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
介
護
保
険
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

◇ 
平
成
16
年
度
日
吉
村
節
安
ふ
れ
あ
い

の
森
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
◇ 

平
成
16
年
度
日
吉
村
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て

　

諮　
　
　
　

問

◇ 

鬼
北
町
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

　

推　
　
　
　

薦

◇ 

鬼
北
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て一　

般　

質　

問

（
概
要
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
）

山　

本　
　
　

勣　

議
員

〈
新
庁
舎
建
設
計
画
に
つ
い
て
〉

　

新
町
建
設
計
画
で
「
新
庁
舎
建
設
事

業
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
新
庁
舎

の
建
設
場
所
は
選
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　

新
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
合
併
協

議
会
に
お
い
て
「
新
た
に
建
設
す
る
庁

舎
に
つ
い
て
は
、
合
併
特
例
債
活
用
可

能
な
期
間
内
に
、
広
見
町
地
内
に
建
設

す
る
も
の
と
す
る
。
建
設
候
補
地
に
つ

い
て
は
広
見
町
大
字
永
野
市
、
同
近
永
、

同
出
目
、
同
興
野
々
の
中
か
ら
、
２
町

村
か
ら
の
交
通
の
事
情
等
に
考
慮
し
、

住
民
の
利
用
に
最
も
便
利
な
位
置
を
選

定
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
い
う
協
定
事

項
を
締
結
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
合

併
後
に
お
い
て
、
こ
の
４
候
補
地
の
中

か
ら
選
定
す
る
も
の
で
、
現
段
階
で
は

選
定
し
て
い
な
い
。

　

施
政
方
針
に
お
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル

工
場
跡
地
利
用
対
策
協
議
会
を
設
置
す
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る
と
あ
る
が
、
協
議
内
容
は
新
庁
舎
建

設
が
前
提
か
。

町
長　

新
庁
舎
建
設
が
前
提
で
は
な
い
。

あ
く
ま
で
も
、
近
永
中
心
部
に
位
置
す

る
ま
と
ま
り
の
良
い
５
７
，
６
４
２
平

方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
、
今
後
い
か
に

活
用
し
、
将
来
の
鬼
北
町
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
生
か
す
べ
き
か
を
検
討
す

る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
委
員
会
の
名

称
は
「
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
活

用
検
討
委
員
会
」
と
し
て
い
る
。
委
員

の
構
成
は
18
名
と
し
、
町
内
の
各
界
・

各
層
の
意
見
を
十
分
聞
い
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
来
る
６
月
23
日
に
第

１
回
の
委
員
会
を
開
催
す
る
。

　

新
聞
の
折
り
込
み
と
し
て
配
布
さ
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の

対
応
は
し
た
の
か
。

町
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
等
に
つ
い

て
、
十
分
調
査
し
検
討
し
た
い
。

〈
納
税
推
進
施
策
に
つ
い
て
〉

　

一
括
前
納
者
に
は
報
奨
金
を
交
付
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
納
期
ご
と

の
納
税
者
に
も
交
付
で
き
な
い
の
か
。

町
長　

地
方
税
法
第
３
６
５
条
第
２
項

に
は
、
未
到
来
の
納
期
分
に
つ
い
て
納

期
前
に
納
付
を
し
た
場
合
は
、
報
奨
金

を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。
納
期
ご
と
に
未
到
来
の
納

期
分
を
納
付
し
た
場
合
に
報
奨
金
を
交

付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
地
方
税
法

で
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
鬼
北
町
税

条
例
に
盛
り
込
み
適
用
し
て
い
る
。
納

期
ご
と
の
納
税
者
に
報
奨
金
を
交
付
す

る
こ
と
は
、
地
方
税
法
で
明
記
さ
れ
て

い
な
い
た
め
交
付
で
き
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

銀

行

普

通

預

金

の

金

利

は

年

０
・
０
０
２
％
で
あ
る
が
、
仮
に
そ
の
金

利
と
奨
励
金
と
を
比
較
す
る
と
差
額
は

ど
の
く
ら
い
か
。

町
長　

固
定
資
産
税
が
10
万
円
課
税
さ

れ
る
と
仮
定
し
、
一
括
前
期
全
納
し
た

場
合
は
、
５
，
２
５
０
円
の
前
納
報
奨

金
を
交
付
す
る
こ
と
と
な
る
。
町
県
民

税
に
お
い
て
は
３
，
２
５
０
円
。
ま
た
、

10
万
円
の
普
通
預
金
１
年
間
の
利
息
は

２
円
と
な
る
。

　

昨
年
の
各
収
納
率
お
よ
び
一
括
納
付

者
と
分
割
納
付
者
の
比
率
は
ど
う
か
。

町
長　

16
年
度
の
収
納
率
は
国
保
税

97
・
30
％
、
町
県
民
税
99
・
81
％
、
固

定
資
産
税
98
・
19
％
で
あ
り
、
町
県
民

税
の
納
税
者
総
数
は
４
，
４
３
５
人
で
、

一
括
前
期
全
納
者
は
６
４
０
人
で
14
・

43
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
17
年

度
の
固
定
資
産
納
税
者
は
５
，
８
７
７

人
で
あ
り
、
一
括
前
期
全
納
者
は
２
，

５
６
９
人
で
43
・
71
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
種
税
・
料
金
等
の
納
付
書
が
各
組

に
送
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
領
収
書
は

事
前
に
押
印
さ
れ
て
い
る
が
、
予
期
せ

ぬ
事
故
が
発
生
し
た
場
合
等
の
責
任
は

ど
う
す
る
の
か
。

町
長　

ご
指
摘
の
と
お
り
諸
問
題
が
発

生
し
て
お
り
、
６
月
１
日
付
で
区
長
、

納
税
組
合
長
宛
に
個
人
情
報
保
護
お
よ

び
納
入
前
の
領
収
印
を
押
し
た
納
付
書

問
題
等
で
納
税
組
合
の
見
直
し
を
す
る

必
要
が
あ
る
旨
、
通
知
を
し
た
。
な
お
、

６
月
12
日
の
区
長
、
組
長
会
に
お
い
て
、

更
に
説
明
を
付
け
加
え
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
内
容
は
、
納
税
組
合
を
続
け
る
か
、

個
人
通
知
に
よ
る
納
付
（
口
座
振
替
を

含
む
）
に
す
る
か
を
決
定
し
、
そ
の
後

納
税
組
合
設
立
を
希
望
す
る
組
に
対
し

て
は
、
納
税
組
合
規
約
を
制
定
し
、
納

税
組
合
長
に
納
税
額
が
知
れ
る
こ
と
の

承
諾
、
ま
た
事
前
に
領
収
印
を
押
印
し

な
い
方
式
に
な
る
た
め
、
納
税
組
合
長

の
発
行
す
る
仮
領
収
書
で
の
承
諾
等
を

盛
り
込
み
、
納
税
組
合
希
望
者
全
世
帯

の
署
名
押
印
を
取
得
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
６
月
13
日
現
在
で
全
２
２
０
件

の
納
税
組
合
の
う
ち
、
91
件
の
回
答
を

得
て
お
り
、
内
４
組
が
納
税
組
合
を
設

立
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。
質
問

の
問
題
点
は
ク
リ
ア
ー
出
来
る
事
と
し

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　

固
定
資
産
税
評
価
誤
り
に
つ
い
て
、

実
際
に
要
し
た
金
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

町
長　

評
価
誤
り
に
よ
る
修
正
に
要

し
た
費
用
は
、
消
耗
品
、
印
刷
製
本

費
お
よ
び
通
信
運
搬
費
に
つ
い
て

は
、
通
常
の
業
務
と
重
複
し
正
確
な
金

額
が
特
定
で
き
な
い
た
め
算
出
し
て

い
な
い
が
、
平
成
16
年
２
月
か
ら
平

成
17
年
４
月
の
国
保
税
追
徴
手
続
き

完
了
ま
で
に
要
し
た
職
員
の
超
勤
手

当
て
、
臨
時
職
員
の
賃
金
お
よ
び
パ

ソ
コ
ン
関
係
の
費
用
を
総
計
す
る
と

２
千
９
１
万
１
千
９
百
６
８
円
と
な
っ

て
い
る
。

　

「
再
発
防
止
の
教
育
」
お
よ
び
「
関
係

者
の
責
任
」
に
つ
い
て
。

町
長　

現
在
、
原
因
を
究
明
し
問
題
点

を
洗
い
出
し
て
い
る
の
で
、
今
後
同
じ

よ
う
な
過
ち
は
発
生
し
な
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
関
係
者
の
責
任
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
責
任
の
所
在
お
よ
び
度

合
い
等
を
調
査
検
討
し
て
い
る
の
で
、

結
果
を
み
て
処
分
を
含
め
た
適
切
な
処

置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

〈
ゴ
ミ
処
理
問
題
に
つ
い
て
〉　

　

種
別
表
ご
と
の
年
回
収
数
量
は
ど
の

よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

町
長　

可
燃
ゴ
ミ
は
、
平
成
２
年
度
に

環
境
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
開
始
し
、
平
成

６
年
度
よ
り
現
在
の
指
定
ゴ
ミ
袋
に
よ

る
収
集
方
法
と
な
っ
た
。
平
成
５
年
度
、

約
１
，
９
６
０
ト
ン
で
あ
っ
た
数
量
が
、

平
成
６
年
に
は
、
約
１
，
６
８
０
ト
ン

と
13
・
95
％
の
減
と
な
り
、
そ
の
後
、

年
度
に
よ
り
増
減
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

平
成
16
年
度
は
２
，５
４
３
ト
ン
と
な
っ

て
い
る
。
ス
チ
ー
ル
缶
は
、
平
成
８
年

度
は
48
・
72
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
以
後

は
増
減
を
繰
り
返
し
、
平
成
16
年
度
は

24
・
70
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ル
ミ

缶
は
、
平
成
８
年
度
は
12
・
29
ト
ン
で

あ
り
、
平
成
16
年
度
は
12
・
34
ト
ン
と

な
っ
て
い
る
。
古
紙
類
は
、
平
成
12
年

度
は
２
３
５
・
９
ト
ン
で
あ
っ
た
が
平
成

16
年
度
は
２
９
９
・
０
６
ト
ン
と
な
っ
て

い
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
平
成
12
年

度
は
８
・
５
ト
ン
で
あ
り
、
平
成
16
年
度

は
10
・
65
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
の
ゴ
ミ
も
年
度
ご
と
に
増
減
が
あ
り
、

確
た
る
傾
向
を
把
握
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

資
源
ゴ
ミ
の
収
入
は
い
く
ら
ぐ
ら
い

か
。
自
治
会
や
各
団
体
が
回
収
し
た
分

は
、
そ
れ
ぞ
れ
還
元
し
て
い
る
の
か
。

町
長　

平
成
16
年
度
に
お
い
て
、
広
見

町
が
直
接
処
理
し
て
い
る
も
の
は
廃
油

の
み
で
あ
っ
た
。
廃
油
売
り
渡
し
金
額
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み
処
理
経
費
の
財
源
と
し
て
い
る
。
鬼

北
町
で
は
、
処
理
経
費
を
別
途
各
家
庭

等
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
方
法
を
取
っ

て
い
な
い
。
従
っ
て
ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ

は
財
源
不
足
に
直
結
す
る
問
題
と
な
る

の
で
、
経
費
の
負
担
方
法
と
合
わ
せ
た

問
題
と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。

負
担
の
公
平
性
を
考
え
れ
ば
、
処
理
量

に
応
じ
た
経
費
負
担
と
な
る
現
在
の
方

法
は
、
最
適
の
利
用
者
負
担
方
法
と
思

わ
れ
る
た
め
、
当
面
ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ

は
考
え
て
い
な
い
。

　

台
風
後
の
ゴ
ミ
処
理
を
そ
の
都
度
臨

時
的
に
行
っ
て
み
て
は
。

町
長　

特
に
対
応
方
法
を
決
め
て
い
な

い
が
、
要
請
が
あ
れ
は
そ
の
つ
ど
善
処

し
て
い
る
。
現
在
、
可
燃
物
は
、
各
地

区
と
も
１
週
間
に
２
回
、
不
燃
物
は
１

週
間
に
１
回
、
回
収
し
て
お
り
、
台
風

後
と
い
え
ど
も
小
・
中
ゴ
ミ
に
つ
い
て

は
、
対
応
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

　

「
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
」
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
で
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

町
長　

６
月
８
日
の
議
員
協
議
会
で
協

議
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
の
で
、
答
弁

は
控
え
た
い
。

坂　

本　

勇　

紀　

議
員

〈
近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場

跡
地
利
用
に
つ
い
て
〉

　

　

近
永
ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
利
用
対

策
協
議
会
の
今
後
の
動
向
は
。

町
長　

協
議
会
は
、
名
称
を
「
近
永
ア

が
８
，
０
２
０
円
に
対
し
、
運
搬
経
費

が
８
，
０
２
０
円
で
あ
り
差
し
引
き
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
資
源
ゴ

ミ
は
、
鬼
北
環
境
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

広
域
事
務
組
合
で
の
処
理
で
あ
り
、
収

入
も
広
域
事
務
組
合
の
収
入
と
な
っ
て

お
り
、
広
見
町
へ
の
収
入
は
無
い
。
日

吉
村
で
は
、
ア
ル
ミ
缶
販
売
金
額
が

１
１
８
，
８
０
６
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

自
治
会
や
各
団
体
が
回
収
し
た
分
は
、

各
団
体
が
独
自
に
処
理
し
て
い
る
た
め
、

町
を
経
由
す
る
収
入
・
還
元
金
は
無
い
。

　

当
町
の
ゴ
ミ
袋
に
は
品
質
表
示
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
が
、
表
示
す
べ
き
で
は
。

町
長　

品
質
表
示
に
つ
い
て
、
表
示
は

不
用
と
の
認
識
で
処
理
し
て
い
た
が
、

現
行
の
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
に
よ
れ

ば
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
の
で
、
今
後

の
契
約
分
に
つ
い
て
は
、
表
示
の
方
向

で
対
応
し
た
い
。

　

現
製
造
業
者
と
の
契
約
内
容
数
値
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町
長　

品
質
お
よ
び
規
格
等
の
契
約
数

値
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
る
。

品
質　

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

製
袋

材
質　

軟
質
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

厚
み　

０
．
０
３
㎜

引
っ
張
り
強
度

縦
方
向
１
㎠
あ
た
り
３
１
０
㎏
以
上

横
方
向
１
㎠
あ
た
り
２
２
０
㎏
以
上

と
な
っ
て
お
り
、
試
験
機
関
に
よ
る
試

験
結
果
成
績
表
添
付
の
う
え
納
入
さ
せ

て
い
る
。

　

当
町
指
定
の
ゴ
ミ
袋
は
割
高
で
は
な

い
か
。
値
下
げ
は
で
き
な
い
の
か
。

町
長　

ゴ
ミ
袋
販
売
収
入
は
、
可
燃
ご

ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
活
用
検
討
委
員
会
」

と
し
、
こ
の
ほ
ど
、
鬼
北
町
専
門
委
員

設
置
規
則
に
基
づ
き
18
人
の
委
員
を
委

嘱
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
第
１

回
活
用
検
討
委
員
会
を
６
月
23
日
に
開

催
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
近
永

ア
ル
コ
ー
ル
工
場
跡
地
は
、
町
の
中
心

部
に
位
置
し
、
約
１
７
，
５
０
０
坪
の

広
大
で
か
つ
一
団
の
土
地
で
あ
る
。
こ

の
土
地
を
い
か
に
有
効
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
に
、
新
生
鬼
北
町
の
「
ま

ち
づ
く
り
」
の
命
運
が
か
か
っ
て
い
る

と
言
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
跡
地
利
用
は
、
本
町
に

と
っ
て
、
最
重
要
課
題
で
あ
る
と
位
置

付
け
て
い
る
の
で
、
今
後
と
も
十
分
な

研
究
・
検
討
を
重
ね
、
住
民
に
納
得
し

て
い
た
だ
け
る
有
効
な
利
用
方
策
を

図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

〈
商
工
振
興
施
策
に
つ
い
て
〉　

　

商
工
振
興
施
策
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
施
策
を
講
ず
る
う

え
で
商
工
業
者
の
支
援
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

町
と
し
て
も
事
業
主
・
小
売
店

が
健
全
経
営
や
経
営
の
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
に
対
し
、
有
利
な
制
度
融
資
資

金
の
利
用
を
進
め
、
利
子
負
担
の
軽
減

を
図
る
な
ど
の
支
援
を
こ
れ
ま
で
も

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
継
続
し
て
実

施
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
商

工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
が
ん
ば
る

商
店
街
支
援
事
業
」
に
も
町
単
独
で
助

成
を
し
て
、
何
と
か
商
店
街
へ
の
集
客

と
誘
客
に
結
び
付
け
た
い
と
推
進
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

今
年
度
広
見
町
お
よ
び
日
吉
村
商
工

会
が
「
合
併
推
進
委
員
会
」
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
、
町
職
員
も

そ
の
委
員
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
商
工
会
の

合
併
問
題
を
検
討
す
る
ほ
か
、
こ
の
地

域
の
商
工
業
を
い
か
に
し
て
振
興
し
て

い
く
べ
き
か
、
ま
た
、
地
元
商
店
街
の

生
き
残
る
道
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
な

ど
真
剣
に
協
議
し
、
町
・
商
工
会
・
会

員
等
が
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

真
摯
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

横　

山　

二　

郎　

議
員

〈
台
風
災
害
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
〉

　

全
て
の
被
害
状
況
と
復
旧
の
進
捗
状
況

は
。

町
長　

公
共
土
木
施
設
災
害
は
30
箇
所

（
旧
広
見
20
箇
所
、旧
日
吉
10
箇
所
）
で
、

全
て
発
注
済
で
あ
る
。
そ
の
内
18
件
は

完
了
し
、
残
り
12
件
（
旧
広
見
５
箇
所
、

旧
日
吉
７
箇
所
）
は
６
月
末
に
は
完
了

す
る
。

　

農
地
農
業
用
施
設
災
害
は
、
50
箇
所

（
旧
広
見
46
箇
所
、
旧
日
吉
４
箇
所
）
で
、

49
箇
所
は
完
了
し
て
い
る
。
残
り
１
箇
所

（
旧
広
見
）
に
つ
い
て
は
、
早
い
時
期
の

発
注
に
向
け
事
務
作
業
を
進
め
て
い
る
。

林
業
施
設
災
害
は
、
６
箇
所
（
旧
広
見
４

箇
所
、
旧
日
吉
２
箇
所
）
で
、
全
て
発
注

済
で
あ
る
。
内
５
件
は
完
了
し
、
残
り
１

件
は
７
月
末
に
は
完
了
す
る
。

　

①
油
谷
の
復
旧
状
況
は
ど
う
な
っ
て
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い
る
か
。
②
藤
川
の
道
路
の
倒
木
処
理

状
況
は
。
③
御
開
山
下
大
野
側
道
路
の

舗
装
予
定
は
。
④
奈
良
地
区
喫
茶
店
前

の
住
宅
の
防
水
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

町
長　

①
指
摘
の
油
谷
の
復
旧
と
は
、

音
無
川
の
復
旧
状
況
と
理
解
す
る
が
、

こ
の
河
川
は
県
の
条
例
河
川
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
復
旧
工
事
は
県
当
局
が
実

施
し
て
お
り
、
６
月
下
旬
に
は
完
了
の

予
定
と
な
っ
て
い
る
。
②
藤
川
の
道
路

の
倒
木
処
理
状
況
に
つ
い
て
は
、
道
路

敷
地
内
の
撤
去
は
完
了
し
て
い
る
。
③

路
側
擁
壁
復
旧
工
事
は
完
了
し
て
い
る
。

し
か
し
路
面
埋
め
戻
し
後
の
舗
装
は
、

自
然
転
圧
を
図
る
た
め
６
月
下
旬
の
予

定
で
あ
る
。
④
県
当
局
と
し
て
は
、
道

路
補
修
予
算
で
対
応
す
る
予
定
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
実
施
時
期
に
つ
い
て
は

未
定
で
あ
る
。

　

川
上
す
の
す
谷
の
石
積
基
礎
空
洞
化

に
対
す
る
対
応
は
。

町
長　

昨
年
基
礎
補
強
工
事
を
実
施
し

て
い
る
。
川
上
上
組
旧
国
道
の
排
水
路

は
、
整
備
さ
れ
た
水
路
が
な
く
土
水
路

と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
山
か
ら
の
土

砂
が
堆
積
し
て
い
る
の
で
、
堆
積
物
を

取
り
除
き
排
水
が
少
し
で
も
流
れ
や
す

く
な
る
よ
う
対
応
す
る
。

　

本
庁
下
奈
良
川
一
帯
の
流
出
部
改
修

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

河
川
管
理
者
の
愛
媛
県
に
要
望

は
し
て
い
る
が
、
限
定
さ
れ
た
予
算
の

中
で
具
体
的
な
計
画
に
は
上
が
っ
て
い

な
い
。
引
き
続
き
他
の
河
川
整
備
要
望

と
併
せ
て
要
望
し
て
い
く
。

〈
身
体
障
害
者
団
体
の

育
成
上
の
問
題
に
つ
い
て
〉

　

身
体
障
害
者
団
体
の
事
務
局
変
更
に

伴
う
サ
ー
ビ
ス
の
後
退
に
つ
い
て
。

町
長　

福
祉
団
体
に
は
、
町
か
ら
補
助

金
を
交
付
し
て
団
体
の
育
成
を
行
っ
て

お
り
、
事
務
局
は
団
体
が
持
つ
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
が
、
身
体
障
害
者
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
等
の
目
的
か
ら
、

そ
の
事
務
局
に
つ
い
て
は
合
併
協
議
の

中
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
担
っ
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。
福
祉
団
体
は
、

同
じ
よ
う
な
環
境
に
あ
る
団
体
が
ほ
と

ん
ど
で
、
身
体
障
害
者
の
方
々
に
も
、

社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
な
ど
自
立
へ

の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
町
と
し

て
は
、
で
き
る
限
り
後
方
的
な
支
援
を

行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
合
併
前
と

同
じ
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
至
ら
ず
、
不

便
を
き
た
し
て
い
る
点
も
多
々
あ
る
と

思
う
が
、
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
た

い
。

〈
食
料
自
給
率
向
上
に
対
す
る

行
政
の
対
応
に
つ
い
て
〉

　

自
給
率
向
上
に
は
行
政
の
積
極
的
対

応
が
必
要
。
鬼
北
町
と
し
て
の
取
り
組

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

当
町
で
は
、
農
業
振
興
を
図
り

な
が
ら
今
消
費
者
が
最
も
関
心
の
強
い

「
食
の
安
全
・
安
心
」
を
農
業
団
体
と
も

協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

「
食
・
農
教
育
」
を
推
進
す
る
た
め
学
校

給
食
の
地
元
産
米
・
野
菜
・
果
物
・
き

じ
肉
等
地
域
特
産
品
の
提
供
を
は
じ
め

北
宇
和
高
校
に
対
し
て
も
米
・
や
ま
い

も
・
ウ
コ
ン
等
の
加
工
指
導
や
農
業
教

育
補
助
施
策
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

鬼
北
地
域
の
行
政
お
よ
び
農
協
・
県

農
政
普
及
課
等
で
構
成
し
て
い
る
「
鬼

北
地
域
農
業
振
興
協
議
会
」
の
重
点
作

物
推
進
大
会
に
お
い
て
も
、
北
宇
和
高

校
生
徒
に
よ
る
農
業
研
究
成
果
発
表
会

を
開
催
し
地
域
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
、
鬼
北
農
業

公
社
に
短
期
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
な

ど
行
政
・
地
域
・
学
校
の
連
携
も
深
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
併
せ
て
道
の

駅
「
森
の
三
角
ぼ
う
し
」「
日
吉
夢
産
地
」

な
ど
地
産
・
地
消
活
動
も
拡
大
し
て
い

る
。

　

地
域
農
業
は
集
落
営
農
で
推
進
す
る
、

足
り
な
い
と
こ
ろ
を
農
業
公
社
で
補
う

と
い
う
活
動
の
中
、
営
農
組
合
・
機
械

化
組
合
が
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
し

て
い
た
が
、
そ
の
一
つ
に
奈
良
中
営
農

組
合
が
「
あ
い
が
も
水
稲
同
時
作
」
を

実
施
し
、
生
協
と
も
提
携
し
な
が
ら
活

動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
地

域
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
全
国
的
に
農

家
の
高
齢
化
が
進
み
農
業
の
維
持
が
困

難
な
状
況
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、
農

協
・
普
及
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
と
り

な
が
ら
事
態
解
決
の
た
め
積
極
的
に
努

力
す
る
所
存
で
あ
る
。

〈
独
居
高
齢
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
〉

　

粗
大
ゴ
ミ
廃
棄
物
問
い
合
せ
時
の
対

応
が
不
親
切
で
あ
っ
た
。

町
長　

粗
大
ご
み
の
処
理
方
法
は
、
本

人
が
環
境
衛
生
課
ま
で
直
接
持
参
し
て

い
た
だ
き
、
担
当
者
が
確
認
し
、
規
定

の
手
数
料
を
徴
収
し
た
後
、
本
人
が
奈

良
粗
大
ご
み
保
管
庫
に
搬
入
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

平
成
８
年
度
か
ら
高
齢
者
の
み
の
世
帯

等
で
、
本
人
が
直
接
搬
入
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
場
合
は
、
環
境
衛
生
課
へ
連

絡
す
れ
ば
、
毎
週
木
曜
日
の
午
後
委
託

業
者
で
あ
る
大
幸
ク
リ
ー
ン
が
、
収
集

に
回
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
問
い
合

わ
せ
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
以
上
の
よ

う
な
説
明
を
行
っ
て
い
る
が
、
指
摘
の

よ
う
に
説
明
不
足
の
点
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
の
で
、
今
後
は
、
な
お
丁
寧

な
対
応
を
心
が
け
る
よ
う
気
を
つ
け
て

い
き
た
い
。

　

独
居
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
人

員
不
足
の
対
応
に
つ
い
て
。

町
長　

独
居
高
齢
者
へ
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
は
、
鬼
北
町
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

議
会
（
事
務
局:

社
会
福
祉
協
議
会
）

の
協
力
を
得
て
行
っ
て
い
る
。
広
見
地

区
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
員
が
減

少
傾
向
に
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
の
活
動
回

数
が
増
え
て
い
る
実
態
に
あ
る
。
一
方
、

日
吉
地
区
に
お
い
て
も
、
民
生
児
童
委

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
中
心
に

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
し
、
４
月
か
ら
順
調

に
稼
動
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
協
議
し
、

地
域
住
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、

共
に
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
育

成
を
図
り
、
会
員
の
増
員
に
つ
な
が
る

よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
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快
適
な
環
境
の
整
備
を
目
指
し
て

生
活
環
境
部
門

　

ゴ
ミ
問
題
、
地
球
温
暖
化
の
問
題
、
河

川
の
水
質
汚
濁
問
題
等
々
私
た
ち
の
生
活

環
境
を
取
り
巻
く
問
題
解
決
は
待
っ
た
な

し
の
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鬼
北
町
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た

め
、
３
つ
の
項
目
を
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

１
．
ご
み
の
減
量
化
とリ

サ
イ
ク
ル
の
促
進

　

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
。
分
け
れ
ば
資
源
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
ご
み
も
分
別
次
第
で

リ
サ
イ
ク
ル
や
再
使
用
可
能
な
資
源
と
な

り
ま
す
。
鬼
北
町
で
は
現
在
◎
可
燃
ご
み

◎
不
燃
ご
み
◎
ス
チ
ー
ル
缶
◎
ア
ル
ミ
缶

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
◎
古
紙
◎
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
◎
粗
大
ご
み
◎
廃
食
用
油
◎
廃
蛍

光
管
◎
ト
レ
ー
◎
パ
ソ
コ
ン
◎
使
用
済
み

乾
電
池
◎
家
電
４
品
目
の
14
種
類
に
分
類

し
、
パ
ソ
コ
ン
、
家
電
４
品
目
以
外
の
ご

み
に
つ
い
て
処
理
し
て
い
ま
す
。
可
燃
ご

み
、
不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
以
外
に
つ
い

て
は
リ
サ
イ
ク
ル
・
再
利
用
資
源
ご
み
と

し
て
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
は
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
い
ず
れ

も
処
理
施
設
の
老
朽
化
や
規
制
の
強
化
に

あ
た
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
と
お
り
、
鬼
北
町
の
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
部
門
ご
と
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
り
処
理
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
ご
み
の
減
量
化
が
一
層
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
分
別
方
法
・
収
集
方
法
等
に
つ

い
て
研
究
・
検
討
を
重
ね
、
よ
り
良
い
ご

み
処
理
環
境
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
生
活
廃
水
対
策

　

生
産
活
動
に
対
し
て
厳
し
い
規
制
が
実

施
さ
れ
て
い
る
今
日
、
河
川
の
水
質
汚
濁

の
最
大
の
原
因
は
未
処
理
の
生
活
雑
排
水

の
河
川
へ
の
流
入
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

鬼
北
町
で
は
そ
の
対
策
と
し
て
浄
化
槽
の

整
備
事
業
や
農
業
集
落
排
水
対
策
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
整
備
事
業
で
は
補
助
金
を
交
付

す
る
個
人
設
置
型
浄
化
槽
整
備
事
業
と
鬼

北
町
が
設
置
主
体
と
な
る
市
町
村
設
置
型

浄
化
槽
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

平
成
16
年
度
は
旧
日
吉
村
、
旧
広
見
町
あ

わ
せ
て
１
２
９
基
の
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
町
村
設
置
型
浄
化
槽
は
設
置
者
の
負

担
も
少
な
く
、
水
質
浄
化
に
も
効
果
が
大

き
く
、
農
業
集
落
排
水
対
策
事
業
と
あ
わ

せ
て
面
的
な
整
備
が
可
能
で
あ
り
、
平
成

17
年
度
以
降
も
引
き
続
き
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
事
業
を
活
用

し
、
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
と
河
川
の

水
質
浄
化
に
ご
協
力
下
さ
い
。

３
．
環
境
浄
化
微
生
物

「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
丨
１
」
の
活
用

　

環
境
浄
化
微
生
物「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ
丨
１
」

と
は
、酵
母
・
乳
酸
菌
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
菌
）・

納
豆
菌
を
主
体
に
糖
蜜
・
水
を
用
い
て
発

酵
さ
せ
た
酵
素
を
含
む
発
酵
培
養
液
で
動

物
、
人
に
は
無
害
の
環
境
に
や
さ
し
い
複

合
微
生
物
で
す
。

　

平
成
14
年
、
愛
媛
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
で
開
発
中
で
あ
っ
た
「
え
ひ
め
Ａ
Ｉ

丨
１
」
に
注
目
し
、
積
極
的
に
効
果
や
製

造
方
法
な
ど
の
学
習
に
取
り
組
み
、
愛
媛

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
の
一
般
へ
の
技

術
移
譲
と
同
時
に
町
内
で
の
培
養
液
の
製

造
お
よ
び
一
般
へ
の
普
及
推
進
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
１
次
培
養
液
、
２
次
培
養

液
を
製
造
し
畜
産
農
家
や
一
般
家
庭
に
無

料
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。
え
ひ
め
Ａ
Ｉ

丨
１
に
対
す
る
評
価
は
「
家
畜
糞
尿
の
悪

臭
が
減
っ
た
」「
堆
肥
の
発
酵
が
早
く
な
っ

た
」「
ハ
エ
の
発
生
が
少
な
く
な
っ
た
」

な
ど
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
合
併
浄
化
槽
へ
の
投
入
も
推
進

し
て
お
り
「
悪
臭
が
減
っ
た
」「
汚
泥
が

少
な
く
な
っ
た
」「
配
管
の
汚
物
な
ど
の

こ
び
り
付
き
が
な
く
な
っ
た
」
な
ど
設
置

者
や
管
理
業
者
か
ら
の
意
見
が
あ
り
、
こ

の
分
野
で
も
効
果
が
は
っ
き
り
と
現
れ
て

い
ま
す
。

　

独
特
の
発
酵
臭
の
た
め
敬
遠
さ
れ
る
方

も
い
ま
す
が
効
果
は
抜
群
で
す
。
現
在
、

役
場
、
各
公
民
館
、
日
吉
支
所
、
一
部
の

集
会
所
に
タ
ン
ク
を
設
置
し
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
一
度
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
に
関
し
、
質
問
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
鬼
北
町
役
場
環
境
衛
生
課

（
45
丨
１
１
１
１
内
線
３
１
０
〜
３
１
３
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

清掃後１カ月経過後のえひめＡＩ－１未使用の浄

化槽汚泥の状況。

　清掃後１カ月経過後のえひめＡＩ－１を定期的

　に投入している浄化槽汚泥の状況。

未使用 使　用
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保険証更新のお知らせ
国民健康保険の被保険者証が新しくなります。

１　今お使いの国民健康保険証は、有効期限が平成17年7月31日までです。

　 　【平成17年8月1日以降は使用できなくなりますのでご注意ください】
　 　新しい保険証は７月末までに各世帯へ郵送で送付いたします。7月末までに届いていない場
合はご連絡ください。

２ 　新しい保険証は、一般被保険者証が「みどりいろ」、退職被保険者証が「みずいろ」です。（下
部参照）お手元に届きましたら記載内容をご確認いただき、誤りがある場合は、お手数ですが

町民課保険年金係まで保険証をお持ちください。

３ 　修学や仕事の関係で町内に住所を有していない方に交付しております保険証についても、有
効期限は平成17年7月31日までです。8月1日以降も必要な場合は、証明書（在学・在園・入所
証明書など）と印鑑を持参のうえ、申請手続きを行ってください。

　　なお、平成17年4月1日以降に手続きが済んでいる場合は、申請不要です。
４ 　社会保険など他の健康保険に加入された方がいるときは、国保の資格喪失届が必要となりま
すので、他の健康保険証・国民健康保険証・印鑑を持参のうえ、届出を行ってください。

５ 　国民健康保険税の未納がある場合は、保険証を交付できない場合があります。未納がある場
合は早急に納付してください。また、納期限までにお支払いが困難な場合や分割納付などのご

相談が必要なときは、税務課管理係までご連絡ください。

新しい保険証（一般保険者分）

新しい保険証（退職被保険者および前期高齢者分）
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　６月24日、愛媛県県民文化会館（松山市）において「私達の健康は私達で」をスローガンに、「愛媛県食生
活改善推進連絡協議会健康づくり推進大会」が開催されました。この大会において、鬼北町より３名の方が知
事表彰ならびに会長表彰を受けられました。３名の方は、長年にわたり地域に根ざした食生活改善活動を続け
てこられました。この度の受賞は、それらの功績が評価されたものです。
これからもご活躍を期待します。
★知事表彰　日吉村保健栄養推進協議会（代表　渡辺文恵）
★会長表彰　山下　一子　　　　　　　　　　　　　　　
★会長表彰　川添イマエ

広見川夢の会会長　酒井哲夫さん（久保）

　　　　身近な情報をお知らせください。　　　総務課　☎４５－１１１１（内線２３５）

　この度、広見川夢の会（酒井哲夫会長）が、日本河川

協会より平成17年度河川功労者の表彰を受けられまし
た。河川の利用を通じた産業の振興、地域の活性化等に

より新しい文化の創造に功績があったことが受賞の主な

理由です。

　「受賞もうれしいが、地域の活性化、文化の創造に貢

献したと評価されたことが一番うれしい」と酒井哲夫会

長は語っていました。心よりお喜び申し上げます。

河 川 功 労 者 表 彰 受 賞

　今年も鬼北の風物詩「安森洞そうめん流し」（小松）

がオープンしました。このそうめん流しは安森洞保存会

（岡本知幸会長）が運営。洞窟から湧き出る冷水を使用し、

秘伝の“香り酢”や数種類の薬味、オリジナルの麺ツユ

が人気の秘密です。この人気の安森洞そうめん流しは、

今年で25周年を迎えました。岡本会長は「安森洞が発見
されて以来、数多くの先輩や仲間たちと夢をもち続け頑

張ってきた。今年を一つの区切りとし、今後もロマンを

求めて頑張って行きたい」と語っていました。

安森洞そうめん流しオープン！

愛 媛 県 食 生 活 改 善 推 進 連 絡 協 議 会 知 事 表 彰、 会 長 表 彰

私 た ち の 健 康 は 私 た ち で

渡辺文恵さん（父野川中） 山下一子さん（内深田） 川添イマエさん（父野川下）

ロ マ ン を 求 め て 四 半 世 紀
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第 31回北宇和郡身体障害者福祉大会

握手を交わす松浦町長と土湯温泉渡辺会長

まちおこし友好地域協定調印式

　７月７日、町民会館において、鬼北町と、福島県福島

市の土湯温泉観光協会との「町おこし友好地域協定」の

調印式が行われました。旧広見町と同協会は、平成15年
６月に友好地域協定を締結しており、今回は、鬼北町の

市町村合併に伴い再調印したものです。鬼北町はキジを

土湯温泉に提供、土湯温泉はキジを名物料理として活用

し両地域でキジによる地域振興を図っています。16年度
は、キジ肉全出荷量の約４分の1を占める３.５トンを土
湯温泉に出荷しました。

　７月８日、広見体育センターにおいて、第31回北宇和
郡身体障害者福祉大会が開催されました。本大会は、身

体障害者の社会活動への積極的な参加と自立更生意欲の

向上を目的として、関係者約170人が集いました。31回
を迎えるこの大会も、市町村合併により、北宇和郡の大

会としては今年が最後となります。大会は、祝辞、各種

表彰などが行われた後「絆～家族と地域」と題し、愛媛

県人権問題研修講師の「のらねこ学かん」館長　塩見志

満子さんによる講演が行われました。

訓練を受ける教職員

　６月30日、愛治小学校において、不審者から子供達を
守る目的で、小学校教職員による防犯訓練が行われまし

た。当日は講師として宇和島警察署より２人の警察官を

迎え、「不審者に対しては、まず、声をかける」「大きな

声をだす」、授業中に侵入してきた不審者に対する対応

や、襲ってきた不審者から身を守る護身術、“さすまた”

の有効な使用方法など１時間の講習を受けました。

愛 治 小 学 校 防 犯 訓 練

　６月30日、鬼北町老人クラブ連合会主催によるクロッケー大
会が鬼北総合公園多目的広場において開催されました。大会は

町内６つの支部から55チーム、185人の選手が参加。予選リー
グを勝ち抜いた22チームが決勝トーナメントに進出し、日頃鍛
えた技術を競い合いました。上位入賞チームは次のとおりです。

（敬称略）

優　勝　小松Ｂチーム（松浦 忠、松浦 寛、松浦孝子）
準優勝　下組Ａチーム（岡本 武、松浦タツコ、今村眞理子
　　　　　　　　　　　松浦顯子）

第３位　清水Ｂチーム（芝 定男、薬師寺隆、鈴村一博）
　　　　上川福友会Ａチーム（福岡克己、福岡トシ子、芝 艶子）

第１回鬼北町老連クロッケー大会

優勝した小松Ｂチーム
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　三間中を会場に、第58回北宇和郡中学校陸上・水泳大会が開催され、郡内６校の中学生達により熱戦が繰
り広げられました。広見・日吉中学校の主な成績は次のとおりです。

第 58 回 北 宇 和 郡 中 学 校 陸 上・ 水 泳 競 技 大 会

　７月10日、日吉住民センターにおいて、日吉スポーツダンス愛好会（代表　青木武司）主催のダンスパー
ティーが開催されました。当日は、愛好者、初心者を含め130人あまりが参加。軽やかなステップで、楽しい
ひと時を過ごしていました。

せ せ ら ぎ ダ ン ス パ ー テ ィ ー

陸上の部
男子　　１年100ｍ １位　葛本　一利
　　　　２年100ｍ ３位　河本　　峻
　　　　３年100ｍ ２位　尾上　達也
　　　　200ｍ １位　布　　祐輔
　　　　　〃 ２位　井上　英幸
　　　　400ｍ ３位　下田　優貴
　　　　800ｍ ３位　池田　亮司
　　　　3000ｍ １位　武田　健人
　　　　走高跳 １位　濱田　竜馬
 ２位　布　　祐輔
　　　　走幅跳 ２位　松浦　克陽
　　　　４×100ｍリレー １位　尾上　達也
 布　　祐輔
　 松浦　克陽
 濱田　竜馬

女子　　２年100ｍ ２位　芝　　瑞希
　　　　　　 〃   ３位　松浦　未弥
　　　　３年100ｍ ３位　二宮ひろみ
　　　　800ｍ   ２位　坂本　千春
　　　　走幅跳 ３位　松浦　未弥
　　　　４×100ｍリレー  ２位　奥野　笑子
 二宮ひろみ
 芝　　瑞希
 松浦　未弥

　　　　400ｍ自由形 ２位　清家　利彦
　　　　　　〃 ３位　二宮　北斗
　　　　100ｍ平泳ぎ １位　善家　　光
　　　　　　〃 ３位　日出山圭太
　　　　200ｍ平泳ぎ １位　善家　　光
　　　　　　〃 ３位　日出山圭太
　　　　100ｍバタフライ ２位　善家　　裕
　　　　100ｍ背泳ぎ １位　橋本　　航

（大会新）
　　　　200ｍ背泳ぎ １位　橋本　　航

（大会新）
　　　　個人メドレー ３位　岡　　純平
　　　　400ｍリレー １位　林　　隆太

　　　　　　　　　　 　　橋本　　航
　　　　　　　　　　 　　松崎　裕太
　　　　　　　　　　 　　二宮　北斗

　　　　400ｍメドレーリレー １位　橋本　　航
　　　　　　　　　　 　　善家　　光
　　　　　　　　　　 　　林　　隆太
　　　　　　　　　　 　　松崎　裕太

女子　　400ｍ自由形 ２位　武田もとみ
　　　　800ｍ自由形  ２位　武田もとみ
　　　　100ｍ平泳ぎ ３位　橋本　成香
　　　　100ｍバタフライ  ２位　岡　　有沙
　　　　400ｍリレー ３位　阿部　知世
　　　　　　　　　　　　　　芝　　瑞希
　　　　　　　　　　　　　　岡　　有沙
　　　　　　　　　　　　　　武田もとみ

　　　400ｍメドレーリレー ３位　古久保知佳
　　　　　　　　　　　　　　武田もとみ
　　　　　　　　　　　　　　岡　　有沙
　　　　　　　　　　　　　　橋本　成香

水泳の部
男子　　50ｍ自由形 ２位　林　　隆太
　　　　　　〃 ３位　青儀　恭佳
　　　　100ｍ自由形  １位　松崎　裕太
　　　　　　〃 ３位　林　　隆太
　　　　200ｍ自由形 １位　松崎　裕太
　　　　　　〃 ３位　清家　利彦
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しまんとロマン上大野川まつり
　　日時：平成17年８月７日（日）10時00分～

　　場所：鬼北町上大野河川敷

　　★いかだ下り競争（チーム、個人）
　　★タライ競争（チーム、個人）
　　★魚のつかみどり（うなぎ・あめのうお）
　　★稚鯉放流
　　★フリーマーケット
　　　＊生ビール・焼きそば、フランクフルト・ジュースetc

　　問合せ：喫茶　風来坊（事務局）☎44－２８８１

この夏
いかだで大冒険！

この夏
いかだで大冒険！

武左衛門ふるさとまつり
日時：平成17年８月14日（日）　

場所：日吉小中学校グラウンド　
★イベント★

 17：00 ～ 武左衛門行列（下鍵山商店街）

   盆踊り（日吉小中学校グラウンド）

   和太鼓競演（武左衛門太鼓、おみな太鼓、太鼓集団　魁）

 21：00 ～ 花火打ち上げ（800発）
＊商工会青年部ビアガーデンあり
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戦没者等のご遺族の皆様へ

「北宇和病院の町立での運営に大きな期待が」
北宇和病院のあり方に関するアンケート調査結果より

　北宇和病院を町立病院として再出発するに当たり、病院開設準備の参考とさせていただくため、5
月に実施しました「北宇和病院のあり方に関するアンケート調査」では、無作為に抽出した15歳以上
の町民の方及び北宇和病院の外来患者さん含め1,083人にお願いし、61.6％に当たる667人の方から回
答がありました。ご協力ありがとうございました。
　このアンケート調査結果の概要としては、北宇和病院を今後受診することに対して、約９割の方が
「引き続いて受診したい、今後何かあれば受診したい」と回答しており、町立病院では「他の病院、介護・
福祉施設等との連携、地域に密着した高齢者中心の医療、診療時間の延長」などを目指すべきだとし
た意見が半数あり、診療科については、現在ある内科、外科、整形外科及び泌尿器科に加え小児科を
設置してほしいという要望が半数を超えていました。
　また、町立病院の名称としては、約半数（49.6％）の方が「鬼北町立北宇和病院」がよいとしており、
その理由としては、「愛着や親しみがあること」、「広く地域住民に利用してほしい」といったことを
あげられていました。
　さらに、町立病院に対する要望としては、信頼できる医師や患者に対する親切な対応を期待する声
に加えて、特色のあるサービスを提供できる地域に密着した少子高齢化に対応した医療に期待する声
が多く寄せられていました。
　町では、平成18年４月から町立病院の管理運営を任せる団体（指定管理者）を選ぶための公募等を
含め、今回のアンケート調査結果を参考にさせていただき、住民の皆さんに一層利用していただける
病院とするため、準備を進めているところです。
　県立病院としては来年３月末をもって廃止されることなどから、住民の皆さんには不安を抱かせて
いましたが、新たに町立病院として住民医療を確保していくことといたしましたので、安心して北宇
和病院を利用してください。

戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第８回特別弔慰金）が支給されます。

・特別弔慰金制度とは？
　先の大戦で亡くなられた、もとの軍人、軍属及び準軍属の方々に思いをいたし、国として弔慰の意を表す
ため、終戦20周年、30周年、40周年、50周年といった特別な機会をとらえ、戦没者等の遺族に対して「戦没
者等の遺族に対する特別弔慰金支給法」に基づき特別弔慰金（記名国債）を支給しています。
　本年は終戦60周年に当たることから同法が改正され、この度、戦没者等のご遺族に対し改めて特別弔慰金
が支給されることとなりました。
・支給対象者　
　平成17年４月１日において、恩給法による公務扶助料や戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金等を
受ける方がいない場合に、次の順番による先順位のご遺族お一人に第８回特別弔慰金が支給されます。

　戦没者等の死亡当時のご遺族で
　　１．平成17年４月１日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した方
　　２．戦没者等の子
　　３． 戦没者等と生計関係を有していた　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　　　（ 戦没者等と生計関係を有していなかった方、平成17年４月１日において婚姻により姓が変わってい

る方、遺族以外のと養子縁組をしている方は除かれます。）
　　４．上記 ３ 以外の　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
　　５． 上記 １ から ４ 以外の三親等内の親族
　　　　（戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係を有していた方に限られます。）

支給内容　額面40万円、10年償還
請求期間　平成20年３月31日まで
請求窓口及び問合せ先　鬼北町役場　保健福祉課　社会福祉係　☎45－1111
　　　　　　　　　　　日吉支所　住民係　☎44－2211　※請求書等は請求窓口にあります。
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　きれいな山や川、そして咲き乱れる花、心に沁

み込む緑、風や雨の音、しんしん降る雪、まぶし

い太陽、そして何よりも鬼北の皆さんの温かい心

…２年間たくさんの思い出ができて、鬼北の皆さ

んに感謝しています。これからも鬼北のことを忘

れずにずっと頑張っていきたいと思います。

　国際交流活動の一つは、毎月の広報に文章を書

くことです。いつも「どんな方々が読んでくださっ

ているのかな」と思いながら、エミリーの見て歩

きを書いています。今までのような文章しか書け

ませんでしたが、異文化について多く知っていた

だき、少しでも興味を持っていただけたら幸いに

思います。

　自国の事情を、知っているようで知らない事が

多く、毎日インターネットで調べていました。そ

のお陰で、私は常に緊張感に包まれ、充実した日々

を過ごしました。文化講座は、私自身も勉強にな

りましたし、カナダ、台湾と日本との共通点、相

違点を一段と深く理解できました。

　２年経って、たくさん大切な経験をさせていた

だきました。予想以上に短いような、長いような

期間でした。全ての思い出について書こうと思っ

たら、この一ページだけでは全然足りないと思い

ます。しかし、印象に残ったのは、いろいろな道

を歩んでいる人と出会えたことです。子どもから

お年寄りまでの人々と交流ができ、本当にうれし

かったです。学校訪問、学校の行事などのお陰で、

いつも元気いっぱいの子どもたちとの交流が多

かったです。子どものころから鬼北町以外のこと

にも興味を持つことは素晴らしいと思います。子

ども自身が動き、子ども自身が他の人を受け入れ

ようとするのが最高です。ボーダーレス社会を実

現するためには、そのような積極さが必要です。

大人になっても、鬼北町の子どもたちがその積極

性と好奇心をずっと持つように望んでいます。

　鬼北町にいた間にお世話になった方々に心を込

めてお礼を申し上げたいと思います。最後に、社

会経験が浅く、ワガママな考え方を持つ私を受け

入れてくださった鬼北町役場と日吉支所および仕

事、生活、言葉などの面で指導してくれ、育てて

くださった教育委員会の皆様に感謝したいです。

　人生で見ると２年間は短い時期であるかも知れ

ませんが、私の人生で見ると鬼北町の２年間は一

生に忘れられない貴重な経験になりました。何年

か経って、皆さんが武左衛門広場の桜の下で花見

をし、花びらが散っていくのを見た時に、鬼北町

での２年間が終ろうとしている今の私の気持ちが

分かると思います。帰国しても、鬼北町のことは

けっして忘れません。私のことも忘れないでくだ

さい。

皆さん、さようなら。　
　　　　　　　　　　　Emily Chia-Shan Wu

　　　　　　　　　　　エミリー  チャンサン  ウー

エミリーの

No.７

「たくさんの思い出、ありがとう！」

　私の次に鬼北町に来ることになった国際交流員

は、トニーという24歳の台湾系カナダ人です。偶然

にも彼は、私と同じ大学の出身だそうです。皆さん、

ぜひ、今までどおりに新しい国際交流員を温かく見

守っていただきますようお願いいたします。

Hsueh Kun Tony Lu
シェイクントニー・ルー

新しい国際交流員をご紹介します
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保　健　行　事　（全　町）

1 月 上 鍵 山 健 康 相 談 上鍵山・長谷・黒川上集会所

2 火 健 康 診 断 等 小倉コミセン（小倉、小西野々）

3 水 夜 間 健 康 相 談 日吉住民センター

5 金 父 野 川 下 健 康 相 談 下本村・上本村・音地集会所

8 月 父 野 川 下 健 康 相 談 川口・野々谷集会所

9 火 生 き が い デ イ 日吉中央集会所

17 水 生 き が い デ イ 上鍵山集会所

19 金 下 鍵 山 健 康 相 談 日吉保健センター

23 火 生 き が い デ イ 上大野集会所

24 水 犬 飼 健 康 相 談 犬飼集会所

25 木 健 康 診 断 等 興野々集会所（興野々）

29 月 生 き が い デ イ 大村集会所

〃 〃 健 康 診 断 等 愛治公民館（生田、西野々）

30 火 健 康 診 断 等 愛治公民館（清水）

31 水 下本村・上大野健診 下本村・上大野集会所（父野川下本村、上大野）

平成17年度 精神保健ボランティア講座受講者募集
　地域における精神障害者の理解を深め、地域でともに暮らしていける町づくりをめざして精神保

健ボランティア講座を開講します。ぜひ、ご参加ください。

回数 開催月日 内　　容

1 ９月２日（金）13：30～ 15：00 開校式・ビデオ鑑賞・座談会

2 ９月26日（月）13：30～ 15：00 「心の病気について」講師：正光会宇和島病院　医師

3 10月７日（金）13：30～ 15：00 「病気の理解と地域で支えていくために」
　講師：正光会宇和島病院　職員

4 10月25日（火）13：00～ 16：00 正光会宇和島病院・社会復帰施設見学

5 11月18日（金）13：30～ 15：00 体験発表・座談会

6 11月29日（火）13：30～ 15：00 ボランティアグループ活動報告・交流会

7 12月13日（金）13：30～ 15：00 閉校式

必須 10月～ 11月　　9：30～ 11：30 わかば作業所での体験学習（半日）

場　所　鬼北町総合福祉センター「ひまわり」
受講者　 すべての講座を受講できる方を原則としますが、都合により受講が難しい場合はご相談く

ださい。
申込先　鬼北町保健福祉課　保健係　☎45－１１１１内線611・612
その他　保健推進委員の方で、研修総会時に受講を希望された方は、申込不要です。

防衛大学校生・防衛医科大学校生・看護学生募集
　自衛隊では、次のとおり、平成17年度防衛大学校生・防衛医科大学校生・看護学生を募集します。

募集項目 資格 受付期間 試験期日（第１次試験）
防 衛 大 学 校 学 生 高卒（見込含）21歳未満の者 ９月９日～９月30日 11月12日（土）13日（日）
防衛大学校学生（推薦） 同上 ９月５日～９月７日 ９月24日（土）25日（日）
防衛医科大学校学生 同上 ９月９日～９月30日 11月５日（土）６日（日）
看 護 学 生 高卒（見込含）24歳未満の者 ９月９日～９月30日 10月16日（日） 　　　　
問合せ先　〒798－0030　宇和島市曙町宇和島市役所8階　自衛隊愛媛地方連絡部宇和島募集事務所
　　　　　☎22－3365または24－1111（市役所内線382）
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が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
左

記
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☎
０
８
９―

９
１
２―

２
３
３
６

Fax
０
８
９―

９
２
１―

０
６
３
１

e-m
ail　

kenm
inseikatsu@

pref.
ehim

e.jp

郵
送　

〒
７
９
０―

８
５
７
０　

松
山
市
一
番
町
４―

４―

２　

愛
媛

県
庁　

県
民
生
活
課　

消
費
生
活
係

募　
　

集　

応
募
資
格　

消
費
生
活
に
関
す
る

諸
問
題
に
関
心
が
高
く
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
活
動
に
意
欲
が
あ
り
、
地

域
に
お
い
て
積
極
的
な
活
動
を
し

て
い
た
だ
け
る
県
内
に
居
住
す
る

満
20
歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
県

職
員
や
県
政
モ
ニ
タ
ー
、
中
央
食

品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
は
除
く
）

活
動
内
容　

★
地
域
住
民
に
対
す

る
消
費
者
意
識
の
啓
発
。
★
地
域

住
民
か
ら
の
軽
易
な
消
費
者
相
談

に
対
す
る
助
言
。
★
地
域
に
お
け

る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報
の
収
集

お
よ
び
報
告
。
★
食
品
表
示
等
に

関
す
る
調
査
お
よ
び
報
告
（
食
品

表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
業
務
）　

応
募
人
数　

50
人

任
期　

平
成
17
年
11
月
１
日
〜

平
成
19
年
10
月
31
日
（
２
年
間
）

謝
金　

月
額
２
，
０
０
０
円
（
た

だ
し
、
活
動
内
容
の
報
告
を
い
た

だ
け
な
か
っ
た
場
合
は
、
規
定
に

基
づ
い
て
減
額
し
ま
す
。
な
お
、

県
の
研
修
会
へ
の
出
席
旅
費
や
報

告
等
に
要
す
る
通
信
費
は
県
が
負

担
）

応
募
方
法　

鬼
北
町
役
場
商
工
観

光
係
保
管
の
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
地
方
局
県
民
生
活

課
ま
で
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

締
切
り　

平
成
17
年
９
月
20
日
㈫

当
日
消
印
有
効

○
応
募
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
選
考

し
、
結
果
は
応
募
さ
れ
た
方
全
員

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
○
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
は
、
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ

チ
ャ
ー
と
し
て
の
活
動
も
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
○
ア
ド

催　
　

し

　
日
時　

平
成
17
年
８
月
24
日
㈬
９

時
〜
16
時
（
雨
天
決
行
）

場
所　

鬼
北
町
興
野
々
１
８
８
０

番
地　

愛
媛
県
立
果
樹
試
験
場
鬼

北
分
場

テ
ー
マ　

「
環
境
保
全
型
農
業
の

推
進―

中
山
間
地
域
の
果
樹
栽
培

振
興
の
た
め
に
」

開
催
内
容

★
室
内
パ
ネ
ル
展
示　

★ 

ウ
メ
安
定
生
産
の
た
め
の
夏
季

剪
定
講
習
（
11
時
00
分
〜
11
時

30
分
、
14
時
00
分
〜
14
時
30
分
）

★ 

研
究
ほ
場
の
公
開
（
引
率
説
明

10
時
30
分
〜
11
時
00
分
、
13
時

30
分
〜
14
時
00
分
）

★
交
流
広
場

問
合
せ　

愛
媛
県
立
果
樹
試
験
場

　

鬼
北
分
場　

☎
45―

０
２
０
４

そ　

の　

他

　

感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
夏
季

に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

８
月
を
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

と
さ
だ
め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の

も
と
電
気
の
使
用
安
全
に
関
す
る

行
事
が
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
電
気
機
器
は
安
全
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

㈶
四
国
電
気
保
安
協
会

愛
媛
支
部　

宇
和
島
事
業
所

☎
25―

５
８
１
７

８
月
は
「
電
気
安
全

使
用
月
間
で
す
」

愛
媛
県
消
費
者
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

公　

開　

講　

座

果

樹

試

験

場

鬼

北

分

場

参

観

デ

ー

検

察

審

査

会

制

度

高

齢

者

等

を

狙

う

悪

質

商

法

に

ご

注

意

石

綿

障

害

予

防

規

則
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愛治俳句会

大きくなったら　　日吉中学校

じ
り
じ
り
と 

め
ざ
ま
し
ど
け
い 

な
っ
て
い
る 

小
１　

井
関
恵
利
子

じ
り
じ
り
と 

足
に
ひ
び
い
た 

そ
の
痛
さ 

小
６　

中
川　

光
則

今
年
こ
そ 

絶
対
皆
勤 

成
し
遂
げ
る 

高
２　

平　
　

知
香

思
い
出
の 

手
帳
開
い
て 

懐
か
し
む 

中
１　

槇　
　

美
里

ダ
ン
ス
に
も 
個
性
が
あ
っ
て 

い
い
ん
で
す 

高
１　

篠
原　

り
さ

も
り
も
り
と 
い
っ
ぱ
い
あ
そ
ん
で 

あ
せ
を
か
く 

小
１　

槇　
　

美
琴

手
帳
に
は 

秘
密
な
こ
と
を 

書
い
て
お
く 

高
１　

永
濱　

直
樹

女
性
達 

ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に 

憧
れ
る 

高
２　

白
井　

龍
也

学
校
で 

何
時
間
目
も 

が
ん
ば
ろ
う 

小
２　

清
原　

賢
斗

雨
上
が
り 

空
に
七
色 

に
じ
が
出
る 

小
５　

槇　
　

美
鈴

ダ
ン
ス
す
る 

私
は
な
ぜ
か 

阿
波
踊
り 

中
３　

平　
　

芳
香

手
帳
だ
け 

知
っ
て
る
思
い 

募
る
恋 

高
２　

松
岡
奈
緒
美

私
に 

私
し
か
な
い 

色
が
あ
る 

高
２　

日
浅
絵
理
香

ド
ラ
マ
見
て 

夢
ふ
く
ら
ん
だ 

夏
の
こ
と 
中
２　

西
村　

和
希

ダ
イ
エ
ッ
ト 

ダ
ン
ス
効
果
を 

期
待
す
る 
高
３　

平　
　

由
香

愛児園竹の子川柳会

畔
草
を
刈
り
て
青
田
の
際
立
て
り 

稲
屋　

礼
子

栗
の
花
家
の
中
ま
で
匂
ひ
来
る 

伊
原
か
お
る

青
々
と
苔
美
し
き
梅
雨
の
降
り 

植
田　

絢
子

谷
の
水
押
さ
へ
て
洗
う
早
苗
箱 

氏
本
佐
喜
恵

後
退
り
し
て
田
植
機
が
植
田
出
る 

岡
本　

伸
子

皮
脱
ぎ
し
竹
の
直
幹
若
々
し 

久
保
田　

季

で
で
虫
の
安
ん
じ
て
這
ふ
人
の
前 

久
保
田　

豊

草
刈
り
し
後
振
り
返
り
振
り
返
る 

佐
々
木
宗
夫

た
ん
ぽ
ぽ
の
絮
吹
き
飛
ぶ
八
十
路
か
な 

芝　

み
さ
え

跳
び
跳
び
て
水
を
踏
ん
ば
る
水
馬 

末
広
み
や
子

虫
送
り
実
盛
公
の
陣
羽
織 

中
尾
は
る
み

刈
跡
に
ま
た
ね
じ
れ
た
り
ね
じ
れ
花 

藤
川　

清
子

向
日
葵
の
天
銀
の
日
が
一
つ 

久
保
田
由
布
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好藤地区
（好藤保育所）

ま ち の う ご き

人口  6月 30日現在（　）は前月比  

　総　数　　　12,815 人 (     20） 
　男　性　　　  5,986 人 (        5) 
　女　性　　　  6,829 人 (     15）
　世帯数　　　  5,141 世帯 (    9）

 

      

六地蔵奉納相撲大会

日　時　平成17年８月24日㈬

場　所　鬼北町大字下鍵山「武左衛門広場　土俵」

競技種目

★分館対抗相撲（１チーム３人、日吉地区内在住者）

★町村対抗相撲（１チーム３人、同一市町在住者、

　　　　　　　　上限６チーム、一部規制あり）

★高校対抗相撲（１チーム３人、同一高校の高校生、

　　　　　　　　上限６チーム、一部規制あり）

★個人戦（参加自由、一部規制あり）

申込締切　平成17年８月12日㈮

賞 金 等　分館対抗４万円　市町対抗４万円

　　　　　高校対抗４万円他

問合せ先　鬼北町日吉公民館　44－2211

いおりくん、みずきちゃん、なかな
か遊んであげられなくてゴメンね
いつか一緒に動物園に行こうね

おじいちゃんといっしょ

おばあちゃんといっしょ

お孫さん　　　岡本　伊
いおり

織くん

　　　　　　　　　　瑞
みずき

樹ちゃん

おじいちゃん　上甲　俊三さん

お孫さん　　   坂本　理
り

矩
く

くん

おばあちゃん　坂本さとみさん

街角ギャラリー「なんでも館」　案内板

「春夏秋冬」（写真展）
（四季折々の自然風景）
中尾　正（近永）

８月２日㈫～～８月21日㈰

「物、心、時を大切に」（手芸展）
毛利田美穂（三間町）
８月23日㈫～９月11日㈰

開館時間　10：00～ 18：00　　　休館日　月曜日
場　　所　近永南町バス停前　　  入館料　無　料
昼休時間　13：00～ 14：00（この間は入館できません）
　あなたの作品も展示してみませんか？
問合せ先　広見町商工会　☎45－0813

おばあちゃん
レオマワールドの“おもちゃ大国”は
とっても楽しいよ！
こんど、つれていってあげるね！



近
永
愛
児
園
へ

●
果
樹
試
験
場
鬼
北
分
場

●
篠
原　

由
美
さ
ん
（
吉
田
町
）

●
宮
崎　

文
尾
さ
ん
（
近
永
）

●
鬼
北
町
農
業
公
社

近
永
乳
児
院
へ

●
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団　

近
永
教
会

広
見
広
楽
荘
へ

●
三
間
町
婦
人
会

●
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
近
永
教
会

●
好
藤
小
学
校
３
年
生

●
コ
ー
ル
グ
リ
ー
ン

●
果
樹
試
験
場
鬼
北
分
場

ひ
ろ
み
奈
良
の
里
へ

●
松
浦
産
業
（
有
）（
中
野
川
）

●
退
職
女
教
師
の
会

●
二
宮　

珍
幸
さ
ん
（
西
予
市
）

●
好
藤
小
学
校
２
年
生

●
滝
澤　

公
代
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

8/4 ㈭　犬・ねこ引取日
 　    環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

   5 ㈮　ペットボトル回収日

 　    （近永・泉地区）

  11 ㈭　犬・ねこ引取日
 　    環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

   ペットボトル回収日

 　    （日吉地区）

  12 ㈮　ペットボトル回収日

 　    （好藤・愛治・三島地区）

  13 ㈯　古紙・ダンボール回収日

 　    （近永地区）

  14 ㈰　武左衛門ふるさとまつり

 　    日吉小中学校グラウンド

  18 ㈭　犬・ねこ引取日

 　    環境衛生課・愛治・三島
連絡所・日吉支所

  19 ㈮　ペットボトル回収日

 　    （近永・泉地区）

  19 ㈮　 人権・行政・心配ごと相談

（無料）広見地区
 　    10:00 ～ 15:00
 　    鬼北町総合福祉センター

    行政・心配ごと相談（無料）

日吉地区

    行政相談  10:00 ～ 15:00

    心配事相談  9:00 ～ 12:00

 　    日吉住民センター

  24 ㈬　六地蔵奉納相撲大会
 　    下鍵山「武左衛門広場　

土俵」

  25 ㈭　犬・ねこ引取日
 　    環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

   ペットボトル回収日

 　    （日吉地区）

  26 ㈮　ペットボトル回収日

 　    （好藤・愛治・三島地区）

  27 ㈯　古紙・ダンボール回収日

 　    （好藤、愛治地区）

  31 ㈬　町税等納期限

 　    町県民税　　　　第 2期

 　    国民健康保険税　第 2期

 　    介護保険料　　　第 2期

9/1 ㈭　犬・ねこ引取日
 　    環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

9/2 ㈮　ペットボトル回収日

 　   （近永・泉地区）

9/8 ㈭　犬・ねこ引取日
 　    環境衛生課・愛治・三島

連絡所・日吉支所

    ペットボトル回収日

 　   （日吉地区）

9/9 ㈮　ペットボトル回収日

 　   （好藤・愛治・三島地区）

9/10 ㈯　古紙・ダンボール回収日

 　   （泉地区）

８ 月 町 民 カ レ ン ダ ー

休日当番医

広報きほく 8月号 No.008

８月７日　津島町　永井内科医院

　　　　　　　　　（☎32-6688）

８月14日　鬼北町　高島医院
　　　　　　　　　（☎44-2006） 

８月21日　鬼北町　国民健康保険日吉診療所
　　　　　　　　　（☎44-2250） 

８月28日　鬼北町　城戸医院
　　　　　　　　　（☎45-1234） 

９月４日　鬼北町　富山医院

　　　　　　　　　（☎45-0360） 

９月11日　鬼北町　篠原医院
　　　　　　　　　（☎45-3370）

９月18日　松野町　松野町国保中央診療所
　　　　　　　　　（☎42-0707）  

発　行　日　　平成17年８月１日
編集・発行　　鬼北町総務課
　　　　　　〒798－1395
　　　　　　愛媛県北宇和郡
　　　　　　鬼北町大字近永800－１
　　　　　　TEL（0895）45－1111
　　　　　　FAX（0895）45－1119
ホームページアドレス
　http://www.town.kihoku.ehime.jp/

　

５
月
14
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

広
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

の
一
こ
ま
で
す
。

　

今
年
の
梅
雨
は
空
梅
雨
な
の

か
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
終

盤
に
さ
し
か
か
っ
て
、
梅
雨
独

特
の
ジ
メ
ッ
と
し
た
蒸
し
暑
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
は
誰
で
も
憂
鬱
な
気
分
に
な

り
ま
す
が
、
子
供
達
は
元
気
い
っ

ぱ
い
！
梅
雨
の
ジ
メ
ジ
メ
を
吹

き
飛
ば
す
よ
う
な
笑
顔
で
水
遊

び
に
興
じ
て
い
ま
す
。

　

雨
の
せ
い
で
閉
じ
こ
も
り
が

ち
に
な
る
こ
の
時
期
、
閉
じ
こ

も
っ
て
ば
か
り
だ
と
陰
鬱
な
気

分
が
増
す
ば
か
り
。
子
供
達
を
見

習
っ
て
プ
ー
ル
に
で
も
出
か
け

ま
し
ょ
う
！

鬼
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
善
家　

忠
一
さ
ん
（
東
仲
）

●
中
川
ミ
ス
エ
さ
ん
（
父
野
川
下
）

●
福
島　

久
代
さ
ん
（
清
延
）

●
池
下　
　

昇
さ
ん
（
岩
谷
）

●
森
口　

聖
子
さ
ん
（
成
藤
）

＊
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
お
詫
び

　

森
口
聖
子
さ
ん
よ
り
４
月
に
ご
寄

付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

記
載
も
れ
の
た
め
掲
載
が
遅
れ
ま
し

た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

広
報
活
動
へ

● 

毛
利
佐
世
子
さ
ん
（
宇
和
島
市
）

●
井
上　

栄
・
道
江
さ
ん（
大
分
県
）

●
西
陰
紀
久
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

●
松
本　

昌
子
さ
ん
（
京
都
府
）

●
兵
頭　

健
次
さ
ん
（
東
京
都
）

●
高
好　

智
王
さ
ん
（
兵
庫
県
）

●
高
田　
　

進
さ
ん
（
愛
知
県
）

（　　　　　　　　　）


